
所管 ①課による評価

１．基本事項

２．事業実績

　　　１　新城こども文化センター
①　　　　 年間延べ利用者数 人27,045 団体173

　　　２　新城小学校わくわくプ ラザ
①　　　　 登録者数 人263 人17,201

　　　１　大戸こども文化センター
①　　　　 年間延べ利用者数 人35,313 団体405

　　　２　大戸小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人423 人18,130

　　　３　大谷戸小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人493 人19,755

　　　１　宮内こども文化センター
① 年間延べ利用者数 人35,955 団体335

　　　２　宮内小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人320 人15,623

　　　３　中原小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人296 人17,057

単位：円
１ 収入
指定管理料 144,964,200

２ 支出
人件費 119,574,177
事業費 7,732,018
事務経費 15,449,561
そ の他経費 226,413

合計 142,982,169
３ 差引 1,982,031

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

適切な金銭管
理・会計手続 5 3 3

3 3
効率的な執行等、経費縮減に具体的に取組んでいるか

サー ビ スの水準を確保してい るか

支出に見合う効果が得られてい るか

（評価の理由）　消耗品の一括購入、業務委託の一括契約、ペ ー パ ー レス化等に より経費の節減を図っ た。
　金銭管理・会計手続に つ い ても適切に行われ、概ね提案どお りの経費執行であっ た 。

8
事業計画に基づ き、こども文化センター 事業とわ くわ くプ ラザ事業を着実に実施した
か

こども文化センター の利用者数に増加傾向が見られるか

わ くわ くプ ラザ に お い て、適切に児童を受け入れてい るか

（評価の理由）　特色のある行事としては、EM菌に詳しい地域ボランテ ィア を講師に EM菌に つ い ての研修を実施した。さらに 、EM菌泥団子を
つ く りそ の団子を用いた野菜や花の土づ く りを行い 、無農薬の野菜などを作っ た。新城高校、地域子育てボランテ ィア 、保護者や関係機関の
協力を得て 「乳幼児と高校生とふ れあい交流会」を実施し、子供たちが乳児と接触す る機会を作り地域交流の輪を広げ ることができた。

収
支
計
画
・
実
績

適切な会計処理及び金銭管理をしてい るか

効率的・効果的
な支出

計画に基づ き適切な支出をしてい るか

5

収支実績

サー ビス向上の取組
こども運営会議、保護者懇談会、日常的な利用者とのコミュニ ケー ション等により、利用者ニー ズを把握し、活動
や運営に反映。グルー プ 単位のスケー ル メリッ トを活かした交流行事・事業の実施

着眼点

事
業
の
推
進

事業推進

及び

事業成果

順調に事業の推進が図られているか

10 4

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用者数

こども支援室長

指定期間 平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 所管課 中原区こども支援室

利用実績

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用者数

指定管理者制度活用事業 評価シート

施設名称 中原区第４グルー プ （新城・大戸・宮内） 評価対象年度 平成２４年度

事業者名
・事業者名 公益財団法人かわさき市民活動センター
・代表者名 理事長 小倉 敬子
・住所 川崎市中原区新丸子東３丁目１１００番地１２

評価者



施設・事業の広報 5 3 3

運営協議会の実
施 5 3 3
保護者懇談会の
実施 5 3 3
学校及び行政機
関との連携 10 4 8

利用者ニ ー ズ 10 3 6

職員の研修体制 10 3 6
個人情報等の取
扱 5 3 3

施設・設備の保
守管理 5 3 3

４．総合評価

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

65 評価ランク C

防犯対策
及び

災害時の対応

施設の防犯のための工夫をしているか

5 4

3事故等が発生した場合に適切な対応をしてい るか

感染症予防対策や発生時に お いて 、適切な対応をしてい るか

　指定管理者以前から委託事業者としてこども文化センター及びわくわくプ ラザの管理運営に携わっ ていた経験を生かし、５３施設の指定
管理者としてのスケー ル メリッ トを活かし、全市規模、区規模の合同行事や職員研修、偏りのないサー ビスが提供できた。また、グル ー プ と
してのスケー ル メリッ トとしては、地域性を生かしたグル ー プ合同行事や事業を展開できている。
　消耗品や備品の購入等もスケー ルメリッ トを活かし、備品の整備・充実を推進するとともに 、特に東日本大震災以降、防災体制の強化の
ために施設の整備や備蓄等を積極的に取り組んでいることは評価できる。

　引き続き、こども文化センター の利用者が利用しやすい環境の整備に努め、児童が安全で安心して過ごせるわくわくプ ラザの運営に努め
るよう期待する。

4災害発生時に備え、マ ニ ュ アル 等を整備しているか

災害発生時に確実な対応・行動を取るための取組をしているか

（評価の理由）　利用者が安全に利用できるように 安全点検マ ニ ュア ル を作成して施設・設備の安全点検を実施し、必要に応じてまた迅速に修
繕を行うなど環境設備に努めた。　衛生管理に つ いては、危機管理マ ニ ュアル を作成し、引き続き利用者の安全確保に努めていた 。また 、防
犯対策の取り組みとして、子供とともに 安全マ ッ プ を作成した り、近隣の学校・警察・等との連携を図るなどして防犯対策を強化した。さらに 消防
署の協力を得て普通救命講習を実施した 。　東日本大震災以降防災体制の強化のため 、こども文化センター に は発電機と簡易トイレを、わ く
わ く プ ラザ に は防炎遮光カー テ ン と簡易トイレを整備した 。

評価点合計

6こども文化センター 及び わ くわく プ ラザ の施設管理と事業運営のため に 、指定管理
仕様書に お い て定める職員配置の最低基準どお りに 人員を配置しているか

川崎市公契約条例を遵守してい るか

職員のスキル ア ッ プ に 必要な研修を実施したか （外部研修の受講を含む ）

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障を来たす ことのない よう、施設・設備の保守点検や整備、備品管
理等を適切に実施しているか

利用者の安全確
保

利用者の安全を確保す る体制（マ ニ ュ アル 等）を整備しているか

5 3

利用者ニ ー ズを把握し、事業運営に反映させ てい るか

組
織
管
理
体
制

適正な人員配置

児童福祉施設最低基準第３８条の規定に従い職員を配置してい るか

個人情報保護に関す る規定や体制を整備し、適正に取り組んでいるか

（評価の理由）　こども文化センター 及び わ くわ くプ ラザ ともに 、提案どお り適正な職員配置がなされていた 。またわ くわ くプ ラザ利用の障害児対
応に つ いては適宜スタッ フ が配置されてい た。　市主催の研修へ の参加も多数あり、職員のスキル ア ッ プ を図るため 、財団、区、グル ー プ 、館ご
との研修を企画、概ね提案どお りの研修が実施された。現場で即活用できる研修をグル ー プ 内で実施す るなど工夫が見られた。　個人情報等
の取扱いに つ いては、情報漏えい及び紛失等の事実はなか っ た 。

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

施設や事業の周知に積極的に取り組んでいるか

10 3

利用者へ の対応

利用者に対す るサー ビ スが適切に されているか

5 3

（評価の理由）　地域に密着した事業の推進を図るため に こども文化センター 運営協議会や保護者と連携を図るため に保護者懇談会などを定
期的に開催した。また 、児童の健全育成を推進す るため 、地域ボラン テ ィア 、お や じの会、ボー イスカ ウト、小中高等学校、行政、町内会、子ど
も会など地域や そ の活動団体等と連携を図りながら事業を実施した。　近隣小・中学校及び町内会・関係機関等へ の広報誌の配布、かわさき
FMでの放送、ホー ムペ ー ジを活用し定期的に情報を更新しイン ター ネッ ト利用者へ の周知等、利用促進に努め た。さらに 全施設の実践集を
作成し、各施設の特徴的な活動を紹介した。　館内に意見箱を設置す るなどして児童・保護者・地域の方々の意見や要望を収集して事業運営
に反映させ た。　スタッ フ 間の連絡ノー トの活用に より特別な支援を必要とす る児童へ の的確な対応を行うことができた。　プ ロジェ クター ・スク
リー ン ・ワイヤレスア ンプ を購入し、行事に活用した。

3
特別な配慮を要す る利用者へ の対応が適切に されているか

こども文化センター 運営協議会を実施しているか

わ くわ くプ ラザ保護者懇談会を実施しているか

事業実施に当たり学校、行政及び地域等と連携してい るか


